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寒川地区「地域主導型」水力発電プロジェクト 

STEP 
 01 

事前調査 

STEP 
 00 

水俣市では、環境モデ
ル都市としてスマート
コミュニティ実証の推
進を計画。 
 

→ 創エネ・省エネへの 
 取組を支援するため、  
 小水力発電可能性調  
 査を実施。 

評価項目 寒川水源 Ｂ地点 Ｃ地点

経 済 性 Ｃ＋ Ｃ＋＋ Ｃ＋

環 境 と の

調 和
Ｂ Ｃ＋＋ Ｂ

地 元 へ の

貢 献
Ａ Ｂ Ｃ＋＋

モ デ ル 都 市

ア ピ ー ル 生
Ｂ＋ Ｃ＋＋ Ｃ

調 査 結 果 
「寒川水源亭」の電気
代が地区の負担となっ
ており、発電事業に興
味。 
 

→ 概算事業費が4,200 
 万円と試算。コスト  
   ダウンの検討を開始。 
 

地元住民、研究機関、
地元事業者、地域金融
機関、行政機関の産学
金官コンソーシアムに
よるプロジェクトチー
ムを設置。 
 

→ 水俣市が総合支援。 

 
NEXT  STEP  

目指すは地域の活性化、そしてモデル地区としての役割 
  

 ■ エネルギーと食の地産地消、６次産業化等の外部資金獲得の取組によって地域の活性化を図る。 
 

 ■ 省エネ、創エネ、水源の環境保全の取組等について、視察研修会を通して全国に発信。 

【水車の製作】 
  地元鉄工業者 
 

【土木建設工事】 
  地域住民が直接施工 
 
→ 地域の技術を最大限 
 に活用。 

地域産業の育成及び雇
用に寄与し、1,400万円
の事業費を実現。 
 
→ 2,800万円のコスト  
   ダウンを達成。 

種  類：ペルトン水車 
発電出力：3.2kW 

「地域主導型」の再生
可能エネルギー事業を
実現させるべく、専門
家チームのバックアッ
プによってロードマッ
プを作成。 
 

→ 低コスト化を模索。 
コストカットのため、地
区住民が流量調査を実施 

３Ｄプリンタで試作され
たペルトン水車 

水車は、九州大学チー
ムと地元鉄工業者が設
計し、３Ｄプリンタで
試作。 
 

→ 必要な知識を有する
外部人材と連携し、技
術や知識を習得。 

事業計画中、台風の被
害によって地区が数日
間にわたって停電。 
 

→ 「防災」の観点を加
味した電力系統につい
て議論。 

熊本県水俣市久木野寒川地区では、人口が全盛期に比べて半減し、地域活動の働き手が減少してい
る。また、昭和30年代から地域住民が経営する「寒川水源亭」では、その電気代が大きな負担と
なっていた。 
課題解決のため、地域主導による水力発電の建設・管理運営のプロジェクトが始動した。 
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集落、伝統文化を「自分たちの手」で後世に残すために 
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